
【A-2】
食べる、学ぶ、遊ぶ、
笑う、みんなで

助成団体

公益財団法人こころすこやか財団



活動の様子



｜活動内容

認知症カフェと子供食堂を「かふぇだいだい」として毎月第3土曜日に実施。

カフェの業務を認知症の人と高齢者、高校生が担当。認知症の人の力を

引き出し、子供たちの力も借りながら、食事、遊びを通して大人も子供も

学び、笑える時間を共有。



｜活動実施による効果
（地域への影響や認知症当事者の方の変化など）

・男性当事者：デイサービスではほとんど発語がみられない方だが、子供たちに勉強を聞

かれて答える等している。「子供たちはみているだけでかわいい」と話しており、短い時

間ではあるが回を重ねる毎に食事の準備など集中して行うことができるようになった。

・女性当事者：食事の準備を手際よくおこなっていて、カフェに来るのが楽しみだと話し

ている。女性は数名参加しており、とにかくおしゃべりが楽しいとのこと。また子供たち

とも手遊びをするなど交流が深まっている。

・子供たちは誰が障害者でも誰が認知症者でも構わず、かふぇだいだいオリジナルエプロ

ンを付けている人に話しかけてくる。とても自然で当事者にとっては分け隔てなく会話で

きる空間になっており、とても心地よい居場所になった。

・スタッフの意識が変わった。地域の人と自ら関わるようになった。今までは事業所内で

利用者との関わりだけだったが、かふぇだいだいに来店する子供や地域住民と関わること

が増えたことにより、法人主催のお祭りなどでは積極的に話しかけている様子が見られる

ようになった。



｜助成金の使用実績

助成額：250,000円

消耗品・・・・・・・・ 126,615円

什器備品・・・・・・・ 131,700円

雑費・・・・・・・・・・ 3,300円

合計・・・・・・・・・ 261,615円
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